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４）

１．はじめに

今回の神山町総合学術調査に参加し、神山町内の鮎
あ

喰
くい

川水系の水生昆虫類の調査に当た

った。鮎喰川は、四国山地北斜面、名西郡神山町奥屋敷に源を発し、神山町上分
かみぶん

から広野、

徳島市入
にゅう

田
た

、一
いちの

宮
みや

を経て徳島市の北方で吉野川に注ぐ全長約43袰、流域面積約187裄の

１級河川である。

これまで、鮎喰川における水生昆虫類の調査報告としては、神野ら（1976）、徳山

（1988）が見られる。これらの結果と比較するため、調査地点はできるだけ同じ場所に設

定するようにした。

調査は、1999年７月29日から８月５日の間に実施する予定であったが、７月27日に豪雨

による増水があり、調査期間を後にずらした。しかし、その後も増水が続き、川底の石礫
れき

が流動し河床が不安定な状況にあったため、水生昆虫類への影響が大きく、出現種数、個

体数共に少なくなると推定された。特に支川は、いずれも河床の荒れが目立ち、調査地点

として適当な場所が見あたらず、比較的安定していると思われる場所において調査した。

したがって、十分な結果と言えないが、ここに結果を報告する。

２．調査地点と調査方法

調査は、図１に示すように、鮎喰

川本流とその支流の鬼
お

籠
ろ

野
の

川、高
こう

根
ね

川、神
じん

通
つう

谷
だに

川、左
そ

右
う

内
ち

谷
だに

川、青
あお

井
え

夫
ふ

谷
だに

川、広石谷川に計18の調査地点を

設定し、各地点で採集を行った。調

査地点としては、汚水の流入などが

ない、川底が比較的安定している場

所で、早瀬を含む流れを選び設定し

た。
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図１　調査水系と調査地点



採集は、サーバーネットとちりとり型金網を用いて、各地点で定性採集を行い、１カ所

で１時間から１時間30分かけて、できるだけ多くの種を集めた。採集した試料は、約５％

のホルマリン液で固定し、持ち帰った後同定し、種別の個体数を数えた。

採集と合わせて、気温・水温・底質・河床型について記録し、また可児（1944）に従っ

てAa型、Aa-Bb型、Bb型の河川形態区分を行った。

なお、水生昆虫類の同定は、川合（1985）、石田ら（1988）、槐ら（1994）に従った。

３．調査結果と考察

１）調査地点の様相

調査時に調べた各地点の環境要因を表１に示した。

水温は、本川の調査地点１で最も低い値を示し、18.0℃であった。一方、最も高い値を

示したのは、本川の調査地点10と支川の広石谷川の地点18で25.0℃であった。

各調査地点の様相は以下のとおりであった。

調査地点１：鮎喰川の上流部。上分字本
ほ

根
ね

川
がわ

の本根川橋下で、巨岩が河床を形成し、清

らかな水が流れる。谷は浅いが、増水のため水量が平常より多く、やや荒れた感じであっ

た（図２）。

調査地点２：上分字殿
との

宮
みや

付近で、山地渓流

の様相が見られる。水量が平常

より多く、河床はやや荒れてい

た。清らかな水が流れる。

調査地点３：上分字入
いり

手
て

付近で、中間渓流

区である。清らかな水が流れる。

右岸側に隣接して人家が１軒あ

る。

調査地点４：上分字川又の上分中学校の下

で、神通谷川が合流する地点の

下流部である。平常に比べ2倍く

らい水量があり、川底の石には

藻類の付着が見られず、河床は

かなり不安定であった（図３）。

調査地点５：下
しも

分
ぶん

字西
にし

寺
でら

の下分小学校前。

平瀬的な流れで、川底の石は砂礫

に半分埋もれた状態であった。
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図２　調査地点１

図３　調査地点４



調査地点６：神
じん

領
りょう

字北。石礫が多く、中

間渓流の様相をしている。石礫

も多く、浮き石の状態である

（図４）。

調査地点７：神領字大
お

埜
の

地
じ

。神山中学校青

雲寮前。流量が多く、河床はや

や荒れが見られ、石礫が少ない

状況であった。

調査地点８：神領字本
ほん

小
お

野
の

。石礫が流動し、

河床は不安定な状況である。左

岸は山の斜面が迫り、樹林で覆

われる。

調査地点９：阿野字福原の福原橋下。こぶ

し大の石礫が多いが、流動しや

すく不安定な川底である。

調査地点10：阿野字長瀬の長瀬橋下流。夏

場には多くの人が水遊びに興じ

る所となっている。左岸には川

原が開けている（図５）。

調査地点11：阿野字広野の神山東中学校付近。河床は頭大の石礫が多く、安定していた。

調査地点12：阿野字養
よう

瀬
せ

。浅い谷を形成し、右岸は畑、左岸は杉林である。平らな所を

流れる中間渓流的な様相を呈する。

調査地点13：下分字高根。典型的な山地渓流で、上流には滝（雨
あま

乞
ご

いの滝）が見られる。

浅い谷となり、石礫は少ない。

調査地点14：上分字金
かね

泉
いずみ

。石礫が多く、河

床は比較的安定している。

調査地点15：下分字鍋岩
なべいわ

。浅い谷で清らか

な水が流れ、河床も安定してい

る（図６）。

調査地点16：神領字西
にし

分
ぶん

。調査地点付近で

は水量が少なく、流れ幅も約１

袤であるが、下流ではやや深い

谷を形成する。
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図４　調査地点６

図５　調査地点10

図６　調査地点15



調査地点17：阿野字広石。やや浅い谷を形

成し、山間部を流れる山地渓流

である。両岸は、樹木で覆われ、

人家も少ない。源流部には、旧

広石鉱山跡がある（図７）。

調査地点18：阿野字船
ふな

底
ぞこ

。清らかな水が流

れ、河床には石礫も多い。右岸

部は梅畑、左岸部は人家や道路

がある。

２）出現種と出現種数

採集された水生昆虫類の目別出現種と種ごとの個体数を地点別に整理したのが表２であ

る。

水生昆虫類の総出現種数は、８目73種で、目

別に見ると、カゲロウ目20種、カワゲラ目11種、

トビケラ目19種、トンボ目９種、カメムシ目２

種、ヘビトンボ目２種、コウチュウ目４種、ハ

エ目６種で、昆虫以外の底生動物が５種である

（図８）。

総出現種数に占める各目別出現種数の割合を

みると（図９）、カゲロウ、カワゲラ、トビケ

ラの三つの目で水生昆虫類の全出現種数に占め

る割合では、68.5％であった。出現種数の多く

がこれらの仲間で占められていることが分か

る。

調査地点別の水生昆虫と昆虫以外の底生動物

の出現種数を、目別に示したのが図10である。

これを見ると、最も種数が多い所は、本川では、

地点６で31種である。ここは、河床が安定していたから多くの種が採集されたものと思わ

れる。支川では、調査地点15で34種が採集された。種数の多い所は、河床に石礫が多く、

しかも安定した状態であった所である。一方、出現種数の少ないのは、本川では、地点10

で13種、支川では、地点17で８種であった。地点10は、上流部が水泳場になり、多くの人

が川に入って、河床が不安定なことが影響していると推定される。また、地点17の広石は、

旧鉱山跡地から流入する銅イオンの影響が大きな要因と考えられる。林ら（1996）は、広
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図７　調査地点17
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図８　目別出現種数



石谷川の11地点で採水した試料中の全銅

濃度の平均は２ppmで、一般河川水の

銅濃度５ppbに比べて値が高いことを明

らかにしている。

調査地点によって、総出現種数にばら

つきが見られるのは、増水がくりかえさ

れた結果、水生昆虫群集が十分に回復し

ていないためと推定され、増水の影響が

なければさらに多くの種が採集されたと

思われる。

３）水生昆虫類の分布状況について

出現した種から、分布上の特徴について述べる。

ほとんどの調査地点に出現し、広い範囲に分布しているのが、コカゲロウ属の数種とウ

ルマーシマトビケラである。エルモンヒラタカゲロウやヒゲナガカワトビケラも広く分布

する種であるが、今回の調査では出現していない地点もあった。また、出現した地点でも

個体数が少なく、増水の影響が出ているようである。

１個所だけに出現したのは、ウエノヒラタカゲロウ、サツキヒメヒラタカゲロウ、ナミ
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ヒラタカゲロウ、カワゲラ科の１種、オナシカワゲラ属の１種、カワトビケラ科の１種、

ミヤマシマトビケラ属の１種、シロフツヤトビケラ、グマガトビケラ、クロサナエ、サナ

エトンボ科の１種、ナベブタムシ、ヒラタドロムシ属の１種、チビヒゲナガハナノミ属の

１種、マルヒラタドロムシ属の１種の計15種であった。

４）従来の調査結果との比較

神野ら（1976）は、1975年の神山町総合学術調査において水生昆虫類を調査し、その結

果を報告した。それによると、鮎喰川本川の12地点において、ちりとり型金網を使用して

の定量採集（50袍×50袍の方形枠２回）の結果、５目37種の水生昆虫類を採集した。12地

点の総出現種数としては、やや少ないものであった。徳山は、それから11年後の1986年８

月、12月、1987年３月に、鮎喰川本川の８地点において定量採集を実施した（徳山、1988）。

それによると、出現種数は、1986年８月が８目56種、12月は８目55種、1987年３月は８目

68種で、総合すると８目84種を確認している。さらに９年後の1995年８月に、徳島市入田

小学校の理科クラブ員と共に、鮎喰川本川の上流から下流にかけての９地点で調査し、８

目57種を確認した（未発表）。これらを総合すると、８目107種の水生昆虫が確認された。

107種のうちの大部分が、カゲロウ目、トビケラ目、カワゲラ目の水生昆虫で占められる。

カゲロウ目やトビケラ目、カワゲラ目などの水生昆虫は、水質汚濁に弱いものがほとんど

であり、このような種が多く生息していることからも、神山町内を流れる鮎喰川において

は、水生昆虫類に大きな影響が出るような水質環境の変化は出ていないと推定される。特

に上流部では、ナベブタムシのように清らかな流れを好む種で、しかも採集例の少ない種

が確認されており、水質環境が良好であることを示している。

一方、下流域の徳島市入田町（梁
やな

瀬
せ

橋）、一宮町（一宮橋）あたりの流れは、年と共に

変化してきている。十数年前の入田町梁瀬橋付近の流れは、早瀬と淵の区別がはっきりし、

早瀬の川底には頭大の石が多く見られ、石は浮き石の状態であった。ところが、最近では、

水生昆虫が好んで住むような浮き石が減り、逆に小石が多くなったため、川底が不安定な

状態で、水生昆虫の種数、個体数が減少してきている。鮎喰川本川は、下流部から水質環

境が変容してきている。

また、鮎喰川の支川は、いずれの支川も清らかな水が流れているが、川底の荒廃が目立

ち、水生昆虫相の貧弱な所が多い。特に広石谷川では、旧鉱山跡からの銅イオンが流れ、

その影響により水生昆虫が生息していない状況である。

４．まとめ

神山町鮎喰川水系の水生昆虫類を調査し、８目73種を確認した。出現種数の少ない地点

は、増水による影響が考えられた。
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これまでの調査を総合すると、107種の水生昆虫類を神山町内で確認した。鮎喰川水系

は、水生昆虫類の出現種数が多い川であるが、支川の広石谷川では、銅イオンの影響が出

ていると考えられる結果が得られた。また最近は、オオシマトビケラやギフシマトビケラ

の姿が見られず、川底の状態が毎年の増水で不安定になっていると推定された。しかし、

ムカシトンボやナベブタムシも確認され、上中流域の水質環境は良好と思われた。

一方支川は、谷の斜度が急な上に、豪雨が続いたためにどの谷も川底が荒れ、採集に適

した所は少なかった。川底が安定していれば、水生昆虫類が豊富に生息するであろうと思

われる。
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表１　調査時の環境要因

河 川 名 鮎 喰 川

地点番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

年 月 日 99.8.21 99.8.21 99.8.21 99.8.21 99.8.21 99.8.22 99.8.22 99.8.22 99.8.22
時　　刻 10：10 11：44 13：30 15：05 16：10 9：30 11：10 13：00 14：26
気温（℃） 25.0 26.5 30.0 29.5 27.0 31.0 33.5 33.0 33.0
水温（℃） 18.0 19.7 20.5 21.0 22.0 21.0 22.0 24.0 24.0
底　　質 岩，石礫 岩，石礫 石礫 石礫 石礫 石礫 岩，石礫 石礫 石礫
河 床 型 早瀬 早瀬 早瀬 早瀬 平瀬 早瀬 早瀬 早瀬 平瀬
河川形態 Aa Aa Aa-Bb Aa-Bb Aa-Bb Aa-Bb Aa-Bb Aa-Bb Aa-Bb

河 川 名 鮎喰川 鬼籠野川 高根川 神通谷川 左右内谷川 青井夫谷川 広石谷川

地点番号 10 11 12 13 14 15 16 17 18

年 月 日 99.8.22 99.8.22 99.8.23 99.8.23 99.8.23 99.8.30 99.8.30 99.8.30 99.8.30
時　　刻 15：36 16：25 9：30 11：00 14：15 9：50 11.30 13：25 14：10
気温（℃） 31.5 30.0 28.0 29.0 28.5 31.0 32.0 29.0 30.0
水温（℃） 25.0 24.0 21.5 18.5 21.2 21.0 24.0 22.0 25.0
底　　質 石礫 石礫 石礫 石礫 石礫 石礫 石礫 石礫 石礫
河 床 型 早瀬 早瀬 早瀬 早瀬 早瀬 早瀬 早瀬 早瀬 早瀬
河川形態 Aa-Bb Aa-Bb Aa-Bb Aa Aa-Bb Aa-Bb Aa-Bb Aa Aa
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